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094

095

※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

令和8年度 令和9年度

A B B B A

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

総合評価 B B

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

　中勢バイパスの全線４車線化の整備促進及び予算確保に向けた関係機関への要望
活動を継続的に実施しており、国によって長岡宮ノ前交差点の交差点改良工事と大里
窪田町出口交差点の部分立体化事業が進められました。県が進める河芸町島崎町線
（第３工区）の道路新設改良工事等についても、県が事業認可の取得を行うよう要望活
動を実施し、事業推進を図りました。幹線道路及び生活道路の新設改良工事等につい
ても、令和５年度に着手した３路線（津駅前線、広明町河辺町線、内多清水ヶ丘線）を
含む８路線の工事が概ね計画どおりに進んだほか、半田久居線及び雲出野田線の道
路新設改良工事は令和７年度の完成、脇ヶ野篠ヶ広線の道路新設改良工事（下之川
バイパス関連事業）は令和11年度の完成に向けて概ね計画どおりに工事等が進みま
した。また、大谷踏切の拡幅工事等は計画していた工事がすべて完成するなど、市域
における防災や交通安全、交通円滑化等に資する道路ネットワークの整備が進みまし
た。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業構
　 成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満

市内の幹線道路については、市民ニーズを捉えながら、交通渋滞
の緩和、市民の交流や活動の円滑化などにつながるよう、既存の
機能を活用しつつ、市域が一体となった都市構造の形成に向け、
整備効果を検証し、計画的かつ効率的な道路整備を推進します。

B ① 建設整備課

広域的な交通需要に対応し、企業の進出など産業振興を支え、地
域経済の活性化を図るため、中勢バイパスの全線開通と交差点改
良、部分四車線化による渋滞対策並びに市内の国道及び県道な
ど、広域的な幹線道路等の整備促進を、国・県の関係機関に対し
て強く働きかけます。

A ①
事業調整室
/建設整備

課

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 建設部

施策の内容（番号） 094 ～ 095

施策の評価シート(令和６年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計

画

目標 心やすらぐ住みよいまちづくり

基本政策 快適に暮らせる都市空間の形成 管理コード 040929

施策 道路ネットワークの整備 本冊ページ 77

関連個別計画
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04

09

29

094

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ △

何 (千円)385,653 現状維持

　半田久居線及び雲出野
田線について、測量設計及
び用地取得に加えて道路
改良工事に着手することに
より事業推進を図ることが
できた。引き続き、令和９年
度完成を目指し整備を進め
ていく。R6年度末時点進捗
率：52.6％

094-3

半田久居
線道路新
設改良事

業
半田久居線及び
雲出野田線道路
新設改良工事

都市計画道路の整備により都市
基盤の構築が図られ、利便性、
安全性が向上する。

令和９年度の完成

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

地域の通学路の安全性を確保
し、住居地域への交通アクセス
の確保、円滑な交通により機能
的な都市活動の実現、利便増進
を図ることができる

　計画していた工事すべて
完成したことから「◎」とし
た。

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

歩行者と自動車の錯綜による事
故リスクや交通渋滞を低減する
ことができる

1,353,046 完了

安心・安全な道路空間を確保で
き、交流・活力の創出、拠点集約
型まちづくりの基礎づくりができ
る

329,454 現状維持

094-2

上浜町大
谷町第1号
線道路改
良事業

大谷踏切の拡幅
工事等

狭い踏切道および前後の道路や
架道橋の拡幅により、安心・安全
な移動空間を確保できる

令和６年度の完成

094-1

道路新設
改良事業

幹線道路及び生
活道路の新設改
良工事等

道路整備の推進により市域にお
ける防災・交通安全・交通円滑
化・交流拡大・まちづくりに寄与
できる

８路線の道路改良工
事

　令和５年度から着手した
路線も含めて、計画的かつ
効率的な道路整備を進め
ていく。８路線とは、上浜町
大谷町第１号線、寿町第１
号線、一身田町長岡線、内
多清水ヶ丘線、城山第51号
線、上浜町一身田町第１号
線、新横山目細線、白山芸
濃線で、令和６年度は計画
に基づいて工事を行った。

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 建設部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

市内の幹線道路については、市民ニーズを捉えながら、交通渋滞の緩和、市民の
交流や活動の円滑化などにつながるよう、既存の機能を活用しつつ、市域が一体
となった都市構造の形成に向け、整備効果を検証し、計画的かつ効率的な道路整
備を推進します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 道路ネットワークの整備 本冊ページ 77

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 心やすらぐ住みよいまちづくり

基本政策 快適に暮らせる都市空間の形成 管理コード 040929094
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ○

誰 ◇ △

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

B B総合評価 B B A C B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

B

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

　令和５年度から道路整備
に着手しており、令和６年
度の道路整備も計画どおり
進めた。引き続き、令和10
年度完成を目指し整備を進
めていく。

094-7

094-6

094-5

津駅周辺
道路空間
整備広域

ネット
ワーク構
築事業

津駅とつながる
広域的な道路で
ある広明町河辺
町線及び内多清
水ヶ丘線の道路
拡幅工事

道路整備の推進により市域にお
ける防災・交通安全・交通円滑
化・利便性が向上する

令和10年度の完成

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

安心・安全な道路空間を確保で
き、交流・活力の創出ができる

292,774 現状維持

　令和４年度から道路整備
を実施しており、令和６年
度の道路整備も計画どおり
進めた。引き続き、令和11
年度完成を目指し整備を進
めていく。

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

安心・安全な道路空間を確保で
き、暮らしを支え災害時には命を
守る重要な道路整備ができる

229,972 現状維持

094-4

下之川バ
イパス関
連事業

脇ヶ野篠ヶ広線
道路新設改良工
事

地域住民の暮らしを支え、災害
時には命を守る機能を持つ道路
整備ができる

令和11年度の完成
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04

09

29

095

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)1,353,046 完了

　計画していた工事すべて
完成したことから「◎」とし
た。

095-3

上浜町大
谷町第1号
線道路改
良事業

大谷踏切の拡幅
工事等

狭い踏切道および前後の道路や
架道橋の拡幅により、安心・安全
な移動空間を確保できる

令和６年度の完成

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

歩行者と自動車の錯綜による事
故リスクや交通渋滞を低減する
ことができる

　令和５年度から着手した
路線も含めて、計画的かつ
効率的な道路整備を進め
ていく。８路線とは、上浜町
大谷町第１号線、寿町第２
号線、一身田町長岡線、内
多清水ヶ丘線、城山第51号
線、上浜町一身田町第１号
線、新横山目細線、白山芸
濃線で、令和６年度は計画
に基づいて工事を行った。

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

安心・安全な道路空間を確保で
き、交流・活力の創出、拠点集約
型まちづくりの基礎づくりができ
る

329,454 現状維持

快適に通行できるようになる 206 現状維持

095-2

道路新設
改良事業

幹線道路及び生
活道路の新設改
良工事等

道路整備の推進により市域にお
ける防災・交通安全・交通円滑
化・交流拡大・まちづくりに寄与
できる

８路線の道路改良工
事

095-1

中勢バイ
パス建設
促進期成
同盟会

中勢バイパスの
全線４車線化の
整備促進及び予
算確保のため関
係機関への要望
活動を実施

中勢バイパスにおける建設事業
の促進

時宜を捉えて適宜要
望活動を実施

　国によって、長岡宮ノ前
交差点の交差点改良工事
と大里窪田町出口交差点
の部分立体化事業が進め
られた。また、令和６年11
月に国に対し要望活動を実
施したことから、実施評価
及び事業評価を「◎」とし
た。引き続き予算確保に向
けた要望活動を行う。

中勢バイパス利用者
国による中勢バイパ
ス整備事業に対する
要望活動等の回数

事業調整
室

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 建設部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

広域的な交通需要に対応し、企業の進出など産業振興を支え、地域経済の活性化
を図るため、中勢バイパスの全線開通と交差点改良、部分四車線化による渋滞対
策並びに市内の国道及び県道など、広域的な幹線道路等の整備促進を、国・県の
関係機関に対して強く働きかけます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 道路ネットワークの整備 本冊ページ 77

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 心やすらぐ住みよいまちづくり

基本政策 快適に暮らせる都市空間の形成 管理コード 040929095
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ △

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

B A総合評価 B B B B B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

095-7

33,361 現状維持

　三重県において、津海岸
御殿場線の一部について
都市計画変更を行い、事業
認可を取得したことにより
事業推進を図ることができ
た。引き続き、河芸町島崎
町線を含む残りの区間の
事業認可の取得を令和７
年度中にできるよう県に要
望していく。

095-6

095-5

河芸町島
崎町線第
３工区道
路新設改
良事業

河芸町島崎町線
（第３工区）の道
路新設改良工事
等

都市計画道路の整備により都市
基盤の構築が図られ、利便性、
安全性が向上する

県が事業認可の取得
を行うよう市として適
宜要望活動を実施

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

安心・安全な道路空間を確保でき、
交流・活力の創出、拠点集約型ま
ちづくりの基礎づくりができる

　県と調整し、一体して取り
組み、計画的かつ効率的な
道路整備を進めていく。
令和６年度は三重県と締結
した受委託契約に基づき計
画的かつ効率的な道路整
備を進めることができた。

道路利用者 事業の進捗率

建設整備
課

県と協力し整備を進めることで、
暮らしを支え災害時には命を守
る重要な道路整備ができる

52,500 現状維持

095-4

河芸町島崎町
線（上野海岸
工区・白塚漁
港海岸河芸工
区）道路新設

改良事業
県の海岸堤防整
備事業と併せた
堤防と道路の一
体整備

国道の交通渋滞解消と地域の防
災・安全性の確保を目指し、県と
市で整備を進める

令和７年度の完成
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